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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月6日(2016.12.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　三相交流電源を利用した様々な技術が存在する。特許文献１には、三相交流電源を利用
した一例としての技術（以下、関連技術Ａともいう）が開示されている。関連技術Ａでは
、３つの電力変換部が使用される。また、関連技術Ａでは、入力電圧が高い場合、三相交
流電源と各電力変換部とをスター結線し、入力電圧が低い場合、三相交流電源と各電力変
換部とをデルタ結線するように、切り替えの制御を行う。これにより、広範囲な入力電圧
に対して、後段回路の各素子の耐圧を保障している。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　したがって、三相交流電源用切替回路１００は、Ｎ相を供給する三相交流電源が使用さ
れる場合、入力端子８ｂＮが受信するＮ相を、出力端子９１，９２，９３から出力可能と
なる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　すなわち、三相交流電源用切替回路１００は、Ｎ相を供給しない三相交流電源が使用さ
れる場合、Ｒ相、Ｓ相およびＴ相を、それぞれ、出力端子９１，９２，９３から出力可能
となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００６５】
　また、上記の構成により、三相交流電源用切替回路１００は、コンタクタ２０に含まれ
る内部スイッチ２１ｂの状態を利用して、コンタクタ１０を制御する操作回路１５の状態
を制御する。すなわち、三相交流電源用切替回路１００は、操作回路１５の状態を制御す
るために、コンタクタ２０に含まれる内部スイッチ２１ｂを有効活用する。したがって、
複数種類の三相交流電源に対応可能な構成が複雑になることを抑制することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
　例えば、三相交流電源が三相交流電源４Ｐである場合、三相交流電源用切替回路１００
は、三相交流電源と、三相交流電源用切替回路１００の後段の電源ユニット（図示せず）
と結線の構成を、スター結線にする。また、三相交流電源が三相交流電源３Ｐである場合
、三相交流電源用切替回路１００は、三相交流電源と、三相交流電源用切替回路１００の
後段の電源ユニット（図示せず）と結線の構成を、デルタ結線にする。したがって、広範
囲な入力電圧に対応した、三相交流電源用切替回路１００を用いた電源システムを安価に
構築することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　相間電圧検知回路５０は、交流であるＲ相、Ｓ相およびＴ相のうち、異なる２つの該交
流の相間電圧を検知（検出）する回路である。当該相間電圧は、例えば、Ｒ相およびＳ相
における相間電圧である。また、当該相間電圧は、例えば、Ｓ相およびＴ相における相間
電圧である。
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